
   平成１３年８月から今年１月までの６ヵ月
間、英国、米国、フランスの派遣先大学で学
び、このたび帰国してまもない学生のうち、
イギリスのリーズ・メトロポリタン大学、リ
バプール・ジョン・モーズ大学、アメリカの
アビリン・クリスチャン大学に留学していた
３人に留学に対する熱い思いや魅力を語って
もらいました。
   留学の魅力や語学修得など、留学すること
によってしか発見できなかったであろう新し
い自分のことを新入生へのメッセージも含め、
今回の特集では派遣留学生に「留学して学ん
だこと」を余すところなく聞いてみました。
�
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　　　〈  本学の派遣留学に応募した動機は何ですか〉�
黒木     高校のときに、熊本県主催のスピーチコンテストが催され、それに優勝
　　　  したら、副賞として留学やホームステイがあったんですね。残念ながら、
　　　  入賞はしたんですけど留学するチャンスはのがしてしまいました。   

　　　〈それ以来、ずっと留学をあきらめられなかったわけですね〉�

黒木     実は、九産大に入学する前から派遣留学プログラムがあることは知って       
　　　  いましたので、それを目的として入学してきました。２年生で留学でき
　　　  たのは本当にラッキーでした。�

真次     わたしも同じです。入学したら絶対留学するんだと心に決めていました。 
           もともと中学、高校のときから特に英語が好きで、海外への強いあこが
　　　  れや思いが留学志望の動機になりました。 
           今こうして留学から帰ってきて、６ヵ月間のイギリス生活を終えてきた
　　　  なんて信じられません。�

齊藤     僕は、子供の頃から海外というと、アメリカというイメージがありまし

　　　  た。実は、在外研修で１ヵ月間アメリカに行ったんですけど、期間が短
　　　  いのが物足りなくて。それで、派
　　　  遣留学に迷わず応募しました。
　　　  英語力はなかったんですが、何が
　　　  なんでも行きたいという気持ちが
　　　  強かったんですね。新しい発見を
　　　  たくさんしたいという思いが募っ
　　　  てきたんです。

�　
　　　〈 初めての留学はスムーズに始まりましたか 〉

黒木     私はイギリスだったんですが、現地に到着して、列車が出発の３０分前
　　　  にキャンセルされたんですね。初めて行くイギリスなのに、どうしてよ
　　　  いかわからなくて、リーズまでどうやって行けばいいのか、もうパニック 
　　　  になりました。すぐに重い荷物を持ってインフォメーションに走って、
　　　  つたない英語で「どうすればいいんですか」と聞いても、返ってくる英
　　　  語がわからなくて。私は外国人なのに、ペラペラとまくしたてられ、さ
　　　  すがに落ち込みました。 �

真次     その点、わたしの場合は、大学の方が空港に出迎えに来てくれたので、
　　　  助かりました。スムーズに留学生活が始まりました。同行の３人がいた
　　　  ので、心強かったのもありますね。ただ、リバプール訛りには面食らい
　　　  ました。だって、私たちは、日本ではずっとアメリカ英語を習ってきた
　　　  し、イギリスの人って外国人の私たちに容赦なく喋りまくるから.. 。　

真次     私の場合は、不安がなかったわけではないんですけど、いざイギリスに
　　　  着いてみると、何もかもが新鮮で、とても楽しい気持ちになり、またた
　　　  く間にその不安が期待へと変わりました。           

黒木     実は、１週間目にホームステイになり、この先どうなるのかなと心配し
　　　  ましたが、２週間目からすっかりリーズの生活に慣れ、だんだんとエン
　　　  ジョイする余裕が出てきました。  

真次     それと、言葉の壁をこえていろんな人たちと触れ合いたいとずっと思っ
　　　  ていました。自分の言いたいこと、考えを人に伝える、発表する大変さ
　　　  はありますが、必ず意思疎通ができるんだと信じ、何がなんでも留学の
　　　  目的を達成するんだと自らに言い聞かせました。

齊藤     全く不安はなかったですね。むしろエキサイティングな留学になればと
　　　  いう期待感のようなものがありました。（笑い） �

　　　〈それはどういうこと〉

齊藤　  せっかく留学したのだから、カルチャーショックなんてむしろ大歓迎で
　　　  すね。       �

　　�
　　　〈派遣先の大学は、イメージどおりでしたか〉

齊藤     僕は、米国アビリンクリスチャン大学だったんですけど、留学生の受入
　　　  れ体制がものすごく整っているんです。留学生のためのパーティーなど
　　　   の活動が毎週のように催されていて、週末にはピクニックなどがあり、
　　　  交流や英語のスキルアップのためには役に立ちました。

黒木     大学内にパブがあるんですね。これには驚きました。知らない学生でも、
　　　　フレンドリーに話しかけてくるし、雰囲気が気に入りました。アルコー
　　　  ルもＯＫなんですよ。ああいう交流スペースが九産大にもあればいいな
　　　  と痛感しました。             �
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留学して学んだこと特集1

「ラスト・クリスマス」を熱唱する交換留学生

真 次  雅 子さん
 (国際文化学部２年)   
派遣先大学： 
リバプール・ジョン・
モーズ大学（英国）  
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黒木     他大学からの日本人学生が少人数いましたが、まず最初はそういう人た
　　　  ちと自然に交流の場が生まれてきました。�

真次     私の大学の図書館は２４時間開館していて、パソコンやインターネット
　　　  が無料で自由に使えたのは便利でした。�

齊藤     図書館やカフェテリアの充実ぶりには驚きましたね。夜中の１２時まで
　　　  パソコンが自由に使えるし。それから、ビリヤードやジム、プールもあ
　　　  って、とても良かったですね。�

黒木     リーズは、図書館も設備が整っていたんですが、それ以上にジムがすば
　　　  らしかったですね。スポーツ学科があるからでしょう…。�

　　　〈日本のことは、知られていますか〉 

真次     日本のマンガを好きな人が多いですね。大変な人気ですよ。�

　　　〈日本語はわかるんですか〉�

真次     うまいですね。それから、先日たまたま九産大で学んでいるリバプール
　　　  からの交換留学生と会う機会があったんですけど、親しみを感じました。
　　　  彼も日本語はうまいし、英語でしゃべっていてもことばの訛りなんて関
　　　  係ないことを痛感しました。すぐに打ち解けられました。�

齊藤     マンガを通して交流したり、その国の文化を知ることも面白いよね。

　　　〈留学から帰ってきて、自分の中の変化に気付きましたか〉

真次     イギリスにいるときの自分と現実の自分を比較してしまいますね。　　

　　　  自分に対する見方が変わってきますね。また、周囲の人やものに対する  
　　　  認識や行動など、自分の中の変化に気付きましたね。これは留学してみ
　　　  ないと、気付かなかったことでしょうね。 �

黒木     とにかく、チャンスがあればまた留学したいですね。           �

真次     正直言って、日本に帰ってきたくなかったですね。ずっとそのまま居た
　　　  かった。                             �

黒木     わたしもずっと居たかったですね。                                                                 

齊藤     行動力は確かにつきましたね。自分の力を信じることの大切さも学びま
　　　  した。つまり、やれば何でもできるってことですね。（笑い）

真次     ６ヵ月間って短いですね。理想を言えば、もっと長いほうが…。

黒木     確かに、そう感じました。                                                            

　　　〈充実していたから、３人ともあっという間に時間が経ったんじゃないん 
　　　  ですか〉 �

真次     留学が目的ですから、そのことだけに集中していました。  
           違った自分を発見できるし、日本にいては見えて来ない自分というのが
　　　  出てくるんですね。自信につながったと思います。

黒木     自分と同じ年齢なのに、外国人学
　　　  生が自立できているのがわかるっ
　　　  ていうか、それに不思議と自分の
　　　  欠点がよく見えてくるんですね。
　　　  何と言っても一番よかったのは、
　　　  何事をするにも自分で決められる
　　　  ようになったこと。人間的成長と
　　　  言っていいのかな。これは大きな
　　　  収穫ですね。 �

真次     自分ながらよく頑張れたと言いきれます。自分が周囲のいろんな人たち
　　　  に支えられているのだということが、日本を離れてみてはじめてわかっ
　　　  てきたんですね。感謝の気持ちって、留学しないと出てこないんです。 

齊藤     日本という国を第三者的に見られるし、改めて日本人だなと感じたんで
　　　  す。母国のことをいかに知らないかを痛感しました。アメリカ人から見
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　　　  てきたんですね。感謝の気持ちって、留学しないと出てこないんです。 

齊藤     日本という国を第三者的に見られるし、改めて日本人だなと感じたんで
　　　  す。母国のことをいかに知らないかを痛感しました。アメリカ人から見

　　　  たら、僕は日本代表なんです。“おまえは本当に日本人か”、とジョーク
　　　  交りに言われたりしました。質問されても日本のことを詳しく答えられ
　　　  なかったのが悔しいです。しかも英語で…。それと、ずっと１人で動く
　　　  ことが多かったせいか、行動力がつきました。

齊藤     アメリカでは、私たちを外国人と思っていないんですよ。人間として対
　　　  等に、ごく自然につきあってくれるところがいいですね。   �

黒木     みんな人間的に寛容ですね。

齊藤　  留学って不思議な力があるんです。時間の密度が濃いっていうか、百聞
　　　  は一見にしかず、とはこのことですね。

�
　　　〈最後に、皆さんからそれぞれ新入生に対し、留学を経験してみてのメッ
　　　  セージをひとこと〉

黒木     日頃からTOEFL（トーフル）対策をたて、九産大のＬＬを利用するのが
　　　  賢明ですね。派遣留学の選考に必須ですからね。

齊藤     幸い、九産大には他の大学にないパソコンやＬＬなどの最新設備が揃っ
　　　  ているので、利用してほしいです。目標を持って行動することですね。
　　　  僕は、英語をマスターしたいという執念がありましたので、手段を選ば
　　　  なかったですね。

真次     英語が好きであることも、強みになりますね。

齊藤     それと、留学生が多いし、どしどし話しかけてほしいですね。日本語で
　　　  もいいから、話しかけるという行為が大切なんです。

黒木     確かにそうですね。

齊藤     日頃から新聞やニュースに関心を持ち、社会をよく知ってほしいですね。

真次     九産大の派遣留学のメリットは、休学せずに４年間で卒業できるところ
　　　  なんですよ。しかも卒業単位の一部も留学先大学で取れるし。だって、
　　　  就職したら半年も外国に住むなんてとても無理ですからね。

黒木     同感ですね。

真次     初志を貫徹すれば、留学は決して夢ではないんじゃないでしょうか。

齊藤     英語は目標とやる気で決まると思います。

黒木     学生のときに留学するのが絶対チャンスと思います。自由な時間がいく
　　　  らでもあるわけですから。

真次     学生は、海外をフィールドとしてほしいですね。どんどん飛び出してほ
　　　  しいものです。就職したらお金はあっても、時間がないですから…。

黒木     私は、卒業してからもう一度留学したいですね。 �

齊藤     実を言うと、僕は、卒業してからもう一度アビリンクリスチャン大学へ
　　　  留学をするために、いま準備を進めているんですよ。

黒木     わかるような気がします。それほど魅せられるものがあるんですよ。

真次     今では、留学の種類もたくさんありますよね。私たちのような派遣プロ
　　　  グラム以外にも、夏季休暇などを利用しての語学留学、休学せずにでき
　　　  る認定留学、それからワーキングホリデーも人気がありますね。

　　　〈留学というのは、学生にとっては、もやは身近なものになった感があり
　　　  ますね。皆さん、どうもありがとうございました〉

　　今回の座談会に出席していただいた３人の学生が語る留学に対する熱意に
　は、正直言って圧倒されました。フランスのリール科学技術大学に派遣して
　いた学生は、帰国時期の都合で出席できなかったのですが、英米の留学事情
　の一端を垣間見ることができました。３人に共通しているのは、留学前より
　も、ひとまわり人間的にスケールが大きくなって帰国したことです。人生の
　長さからみれば、６ヵ月間という短い期間ですが、異文化社会の中で考えた
　こと、行動したこと、学んだことが自己の世界観に多大な影響を与えたこと
　だけは確かなようです。
　　留学経験を今後一人一人のキャリアアップにどのように生かすのか、２１
　世紀の国際人としての進路に期待したいと思います。

 （注：文章中の学年は、すべて平成13年度派遣時の学年）　

派遣留学に関する問い合わせ先 

　平成８年度にはじめて設けられた留学プログラムは、平成14年度経済学

部、商学部第一部、商学部第二部、経営学部及び国際文化学部の学生を対

象に英国、米国、フランス、中国の４カ国５大学の協定締結校に12人を６

ヵ月間派遣する予定です。詳細は『履修ガイド』に紹介されています。

　　国際交流センター事務室（中央会館２F)     TEL（092）673－5588 直通  
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特集1  留学して学んだこと

真次     授業なんですけど、いろんな国
　　　  から留学生が集まっていて、す
　　　  ぐに友達になれるところがいい
　　　  ですね。やはり、リバプール訛
　　　  りには圧倒されました。（笑い） 
　　　  それから、日本語を勉強してい
　　　  るリバプール・ジョン・モーズ
　　　  の学生が日本に大変関心を持っ
　　　  ていて、将来日本に来たいと言
　　　  っているし、何と言っても日本語が結構うまいのにも感心しました。�
           国の自慢料理を互いに作ったりして、交流を深めることが出来てよかっ 
　　　  たと思います。�

黒木     サマースクールというのがあるんですけど、リーズは外国人学生が語学
　　　  修得できるようシステムがちゃんとしています。「わからないことは、
　　　  ちゃんと質問してくださいね」と懇切丁寧な指導がされています。こう
　　　  いう姿勢は、私たちに安心感を与えてくれました。            �

真次     わたしは、４週間のサマースクールを受講したことで、セメスターにす
　　　  んなり入っていけました。セメスターは宿題とか課題がたくさんあって
　　　  大変でしたけど、悪戦苦闘の日々が今ではなつかしいですね。

黒 木  麻 耶さん 
(商学部第一部２年)   
派遣先大学： 
リーズ・メトロポリタ
ン大学（英国）    

黒 木  麻 耶さん 
(商学部第一部２年)   
派遣先大学： 
リーズ・メトロポリタ
ン大学（英国）    

齊 藤  裕 幸さん
 (国際文化学部４年)   
派遣先大学： 
アビリン・クリス
チャン大学（米国） �
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特集2  国際交流ふれあいフェスタ2001－交流を深め好評のうちに終了－

　国際交流センターでは、在籍留学生への日本文化紹介及び日本人学生の異文化理解のため、国際交流ふれあいフェスタ
2001を中央会館2階国際交流センター懇話室を主な会場として開催し、交流を深め好評のうちに終了しました。
　なお、国際交流センターでは現在「国際交流ふれあいフェスタ 2002」を企画中です。

開 催 日：2001/5/25（金）
開催時間：18:00～19:30
出　　演：
   揚　　芸　さん（胡弓）
   程　鳳春　さん（歌・舞踊）
   楊　　晶　さん
　　　　　　 （琵琶・楊琴・柳琴）

上映作品　

「シュリ」
開 催 日：2001/6/4（月）
開催時間：18:00～20:00

「ペパーミントキャンディー」
開 催 日：2001/6/5（火）
開催時間：18:00～20:00

「ＪＳＡ」
開 催 日：2001/6/6（水）
開催時間：18:00～20:00

※ 韓国原版でのビデオ上映のた
　 め、日本語字幕なし。

開 催 日：2001/7/3（火）
開催時間：18:00～19:30
講      師：
   東流　山　 龍太郎　さん
　　　　（就職部就職第二係長）

開 催 日：2001/9/28（金）
開催時間：18:00～19:30
出　　演：橋川　亮 さん　
　　　　　 （本学芸術学部卒業生）

特別出演：MASAMIさん
　　　　　（ボーカル）

開 催 日：2001/11/2（金）�
開催時間：15:00～16:30
会      場：
      1号館1階Ｎ101番教室�
講　　師：小坂　弘治　さん
（博多座常務取締役・総支配人）

開 催 日：2002/1/29（火）�
開催時間：18:00～19:30
参加国＆メニュー
　（中国）水餃子
　（韓国）トック鍋
　（台湾）ビーフンのラーメン風
　（ベトナム）揚げ春巻
協力　九州産業大学留学生会

―国際交流ふれあいフェスタ2001参加者数―

Vol.1�
中国伝統音楽の夕べ

Vol.2�
コリアンムービー
フェスティバル
　6／4　シュリ
　6／5　ペパーミント
　　　　　　キャンディー
　6／6　ＪＳＡ
Vol.3�
博多祇園山笠入門

Vol.4�
橋川亮シンセサイザー
コンサート

Vol.5�
歌舞伎入門

Vol.6�
お国自慢料理入門

延 べ 人 数

留学生

22 

5 

10 

10 

47 

22 

75 

23 

214 

Vol.1「中国伝統音楽の夕べ」�
            ―中国伝統楽器「胡弓」の調べ―

Vol.3「博多祇園山笠入門」�
            ―博多の夏の風物詩「博多祇園山笠」のすべてを学ぶ―

Vol.4「橋川亮シンセサイザーコンサート」�

Vol.5「歌舞伎入門」（第42回香椎祭協賛行事）�

Vol.6「お国自慢料理入門」�

交　換
留学生

1 

2 

2 

3 

3 

11 

短　大
留学生

2 

2 

1 

2 

7 

日本人
学　生

24 

33 

5 

21 

2 

22 

25 

19 
 

 151       

教職員

14 

2 

3 

5 

6 

13 

10 

23 

76 

一　般

2 

3 

12 

3 

20 

合  計

65 

40 

18 

36 

59 

63 

127 

71 

479 

―日本の伝統芸能「歌舞伎」をわかりやすく解説―

―秋の夜長を音楽で―

―これで貴方も国際的名コック―

Vol.2「コリアンムービーフェスティバル」（第22回学文祭協賛行事）
�　　　 ―ハリウッドをこえる韓国映画の現状―



 平成13年10月1日（月）～12月31日（月）

ボルドー美術学校（フランス）への学生
派遣

◎目的：学生交流

◎派遣学生：
　 芸術学部写真学科4年　鶴屋　奈央
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平成13年度国際交流のあゆみ
　九州産業大学における国際交流は、年々盛んになって来ています。平成13年度における代表的な国際交流を次に掲載
しました。

 平成13年7月20日（金）～7月24日（火）

東西大学校デザイン学部（韓国）からの
学生受入れ

◎目的：学生・教員交流

◎受入れ教員：金　鐘　　教　授
　   　　　　　柳　錫昊　教　授
　　　　　　　李　英順　助　教　　  
　　　　　　　　 （学生　24人）

 平成13年7月24日（火）～8月1日（水）

蔚山大学校デザイン大学（韓国）からの
学生受入れ

◎目的：学生・教員交流（含 集中講義）
◎受入れ教員：韓   相恵　学　長   
                    全　 聖福　学長補　　
　　　　　　　朴   慧恩　助　教       
　　　　　　　　  （学生　40人）

 平成13年7月27日（金）～8月1日（水）

忠南大学校経商大学（韓国）からの学生
受入れ

◎目的：学生・教員交流

◎受入れ教員：尹　基官　教　授
　　　　　　　林　閏洙　教　授
　　　　　　　柳　東民　教　授
　　　　　　　権　錫範　職　員
　　　　　　　金　國圭　職　員　　
　　　　　　　　 （学生　27人）

 平成13年9月18日（火）～9月20日（木）

忠南大学校経商大学（韓国）への教員派遣

◎目的：忠南大学校経商大学主催国際
　　　　学術会議発表

◎派遣教員：
　　　商学部　水口　雅夫　助教授

 平成13年10月1日（月）～12月31日（月）

ボルドー美術学校（フランス）への学生
派遣

◎目的：学生交流

◎派遣学生：
　 芸術学部写真学科4年　鶴屋　奈央

リバプール・ジョン・モーズ大学（英国）

中国人民大学（中国）

朱　　暁茂　さん

リール科学技術大学（フランス）

平成13年11月1日（木）～11月7日（水）
天津大学（中国）への教員派遣
◎目的：学術交流
◎派遣教員：
　工学部　山崎　澄男　教授
　　　　　豊福　俊泰　教授

平成13年11月4日（日）～11月10日（土）
中国人民大学（中国）への教員
派遣
◎目的：学術交流（集中講義実施）
◎派遣教員：国際文化学部　
　　　　　　和田　勉　教授

 平成13年6月18日（月）～7月12日（木）

リール科学技術大学（フランス）からの
教員受入れ

◎目的：学術交流（客員教授受入れ）

◎受入れ教員：アルノ・リス　教　授

平成14年1月15日（火）～1月17日（木）

東国大学校（韓国）への教職員
派遣
◎目的：大学間交流協定締結
◎派遣教職員：
　国際交流センター所長　
　　　　　西村　岩雄　教授
　国際交流センター　　 
　　　　　元　　炳善　職員

平成14年2月18日（月）～2月24日（日）
天津大学（中国）からの教員
受入れ

◎目的：学術交流
◎受入れ教員：
　　　　　譚　　  欣　 教授
　　　　　王　　鉄成　教授

平成13年12月3日（月）～12月9日（日）
上海工程技術大学芸術設計学
部（中国）からの教員受入れ
◎目的：学術交流
◎受入れ教員：
　　　　汪　　　　校長     
　　　　任　麗翰　学院長
            史　健勇　交流処長
　　　　徐　偉徳　学院副院長
　　　　王　如儀　学院教師

現在交流中

受入れ交換留学生

平成14年3月17日（日）～3月31日（日）
リール科学技術大学（フランス）への
教員派遣

◎目的：学術交流（客員教授）

◎派遣教員：
　国際文化学部　持田　明子　教授

平成14年3月24日（日）～29日（金）
リール科学技術大学（フランス）への
教員派遣

◎目的：本学とリール科学技術大学
　　　　主催で行われるシンポジウ
　　　　ム出席
◎シンポジウム概要：
・開催日：平成14年3月26日・27日
・開催場所：フランス　リール都市圏
　　　　　　商工会議所
・テーマ：「異文化間企業経営とグ
　　　　　ローバリゼーション」
・主催：九州産業大学・リール科学
　　　　技術大学
・協賛：トヨタ自動車株式会社
・後援：フランス国文部省
◎派遣教員：
　経 済 学 部　大谷　順彦　教授
　経 済 学 部　吉田　裕司　助教授
　国際文化学部　高辻　知義　教授
　国際文化学部　持田　明子　教授

（平成13年9月～平成14年7月）

（平成13年9月～平成14年8月）

（平成13年10月～平成14年5月）

オレリア・デストベレーア　さん

スーザン・ノーラン　さん

ロビー・フン　さん

平成14年3月22日（金）～24日（日）
台湾地区修学懇談会開催に伴う教職
員派遣

◎修学懇談会日程：
　　　　 3月23日（土）
　　　　（グランドハイアット台北）

◎派遣教職員：
　芸  術  学  部　河地　知木　教授
　国際文化学部　富吉　建周　教授
　学生部厚生課　
                  日野　年春　課長補佐

（注：文章中の学年・職名は派遣・受入れ時のものです）
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在籍留学生ズームアップ（九州産業大学留学生の現状）

九州産業大学の在籍留学生に対する支援体制

１．外国人留学生在籍者数上位１０大学（私立大学）　 ２．九州産業大学留学生数（出身別総計）
� �       　平成１3年５月１日現在� � � � 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１3年５月１日現在

文部科学省留学生課調べ

（　）内の数字は女子留学生数で内数

（　）内の数字は女子留学生数で内数

順  位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10  

10　

大　　学　　名

早 稲 田 大 学

城 西 国 際 大 学

拓 殖 大 学

日 本 大 学

立命館アジア太平洋大学

中 央 大 学

明 海 大 学

慶 應 義 塾 大 学

東 京 国 際 大 学

九 州 産 業 大 学

流 通 経 済 大 学

留 学 生 数

1,234

1,049

828

803

665

531

517

486

485

475

475

学部学生数

302(122)

9    (4)

13    (9)

1    (0)

1    (0)

1    (0)

0        

0        

327(135)

38(13)

3  (1)

0      

0      

0      

0      

0      

0      

41(14)

73(33)

13  (8)

8  (3)

0      

0      

0      

1  (1)

1  (0)

96(45)

7  (2)

2  (0)

0      

0      

0      

0      

0      

0      

9  (2)

420(170)

27  (13)

21  (12)

1    (0)

1    (0)

1    (0)

1    (1)

1    (0)

473(196)

　

中 国

韓 国

台 湾

ベ ト ナ ム

バングラデシュ

ク ウ ェ ー ト

パ ナ マ

チ リ

合 計

出　　身 学部研究生数 合　　　計大学院学生数 大学院研究生数

　九州産業大学では多くの外国人留学生が学んでいます。 留学生数は下表1に示すとおり、私立大学では西日本有数で、

全国第10位となっています。また、出身別では下表2と地図上に示すとおり世界中に分布しています。また、海外の国際

交流協定締結大学との間で相互に交換留学生の派遣、受入れを行っています。九州産業大学は大学の国際化を促進し、留学

生の受入れ及び学生の海外留学を積極的に推進しています。

　このように、九州産業大学では国際色豊かなキャンパスを舞台に、さまざまな国際交流の場面を展開しており、学生の

グローバルな視野や国際感覚の醸成に最もふさわしい環境を提供しています。

　今後も、世界のいろいろな国からの留学生が増えることになり、日常的に異文化交流に触れる機会もますます増えるこ

とでしょう。

　九州産業大学では、平成11年4月に国際交流センターが発足し、外国人留学生の修学・生活指導、福利厚生及び育英奨
学等についての支援体制を整えています。主な内容は以下のとおりです。

　その他、本学には遠く母国を離れた留学生同士が国境を越えて肩を組み、互いに励ましあって勉学に精進し、国際交流に
寄与することを目的として、九州産業大学外国人留学生会が組織されており、毎年、さまざまな交流行事を実施する等、活
発に活動を行っています。

1、経済的支援�

　○私費外国人留学生授業料減免制度

　○九州産業大学独自の給付奨学金制度
　　①九州産業大学外国人留学生奨学金
　　②九州産業大学大学院奨学金
　　③上野拓記念奨学金
　　④同窓会楠風会奨学金

　○国民健康保険料援助
　　 国民健康保険に加入した留学生（初年度のみ）への保険料援助

2、生活支援�

　○大学所有の学生用宿舎
　　①留学生指定宿舎（留学生専用）
　　②立花寮（男子日本人学生・留学生用）

　○留学生住宅保証制度

3、修学・生活関係指導会の開催�
　　①留学生オリエンテーション
　　②留学生学部別懇談会及び個別面談
　　③留学生在留生活指導会
　　④留学生交通安全指導会

　その他、本学には遠く母国を離れた留学生同士が国境を越えて肩を組み、互いに励ましあって勉学に精進し、国際交流に
寄与することを目的として、九州産業大学外国人留学生会が組織されており、毎年、さまざまな交流行事を実施する等、活
発に活動を行っています。

パナマ（1）

チリ（1）

クウェート（1）

バングラデシュ（1）

ベトナム（1）

韓国（27）
中国（420）

台湾（21）

3.九州産業大学交換留学生数（受入れ）
平成13年5月1日現在

受入学生数（学部）

               2（0）

出　　身

フ ラ ン ス
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故郷を遠く離れて

ロドリゴ・ゴンザロ・カンポス・レペ さん
       　　　　　　　　　　（９９ＤＭＭ０２）
大学院経営学研究科博士後期課程３年                    
チリ（サンティアゴ市）出身                            

　日本から見れば、まさに地球の裏側に位置するチリから留学してきたロドリゴさん。彼は今
年３月、経営学研究科博士後期課程を終え、４月からは研究生として本学で研究に励みなが
ら、日本企業への就職を目指しています。
　ここでは、故郷チリから遠く離れて留学生活を送っているロドリゴさんに、インタビュー
してみました。  

 <日本留学の動機は何ですか>�

　まず一つには、日本の経済を学びたかったからです。日本は第二次世界大戦後、急速な経
済成長を遂げました。その要因がどこにあるのかを学びたかったのです。また、母国チリで
『フルコンタクト』という格闘技（キックボクシングに似た格闘技）をしていたので、日本
の合氣道などの武術に興味がありました。その他、日本舞踊や茶道など日本の伝統文化に興
味があったからです。

 <福岡に来たときの印象はいかがでしたか>�
 　地方都市ということで、適度に洗練されていながら、山も海も川もあり、自然との調和が
とれていると思います。また、博多の屋台では、他人と肩を寄せ合いながら、気さくに話が
できて、すごくアットホームな感じがします。
   <日本人の印象はどうですか>�

　非常に親切だと思います。最初に福岡に来たとき、人に道を尋ねたことが何度かありまし
たが、熱心に説明してくれたり、近い所では目的地まで連れて行ってくれたりなど、日本語
がまだ未熟だった頃なので、大変助かりました。

 <福岡での生活はどうですか>�

　住まいは、大学の近くにワンルームのアパートを借りています。大学まで、徒歩でいけま
すから交通費がかからなくて良いです。食事は、たまに自炊することもありますが、日常的
には、学食で済ませることが多いです。１号館のオアシスなどは、遅くまで利用できるので
便利です。また、安いということも、留学生にとっては大変嬉しいことです。
　日本食で、納豆、梅干は苦手ですが、ほとんどおいしくいただけます。特に好きなのは、
刺し身、寿司、鍋物などです。

 <将来の進路は考えていますか>�

  日本企業への就職を目指しています。チリに支社を持つ日系の企業で貿易関係の仕事に携
わることができれば最高です。また、日本や日本人が好きなので、日本留学を通して得た日
本人との絆を大切にし、日本とチリの友好に寄与できることをライフワークとして行ってい
きたいと思っています。

 <最後に故郷チリのお話を聞かせて下さい>�

  チリは南米大陸の太平洋沿岸に位置しており、南北が約４，３００ｋｍに対して、東西は

平均１７５ｋｍと細長い国土で、面積は日本の約２倍７６万ｋ㎡です。国土が南北に長いた

め、北から南へとチリ縦断の旅をすると、自然環境の変化を楽しめます。北部の砂漠、中央

部の森と湖の湖沼地帯、そして南部ではフィヨルド、万年雪の峰々、氷河などのすばらしい

景色が広がっています。その先はもう、すぐ南極大陸です。また、モアイ像で知られる太平

洋の孤島イースター島はチリの領土です。チリの人口は約１，７００万人で私の出身地であ

る首都サンティアゴにはそのうち６００万人が集中しています。チリの食べ物のなかで、特

に果物は種類が多く非常においしいです。日本からはかなり遠い国ですが、是非一度、チリ

の大自然を体感してほしいと思います。

留学生の四季

 入学式
H13.4.3（火）10：00～�
　　　　　　 14：00～
　　　　　　 体育館

新入留学生オリエンテーション
H13.4.5（木）
学　部1年
大学院1年

新入留学生歓迎会
H13.4.26（木）18：00～20：00
学生食堂（中央会館１階）
留   学   生：76人
交換留学生：  2人
日本人学生：47人（協力サークル含む）
教   職   員：40人
　　  計　 ：166人�

新入留学生歓迎バスハイク
H13.5.13（日）
三井グリーンランド
留   学   生：91人

留学生のための交通安全指導会
H13.7.10（火）12：10～13：30
1号館  N101番教室
留   学   生：200人�

留学生ホームビジット
H13.10～11�
留　学　生：49人
受入れ教職員等：22人

留学生在留生活指導会
H13.11.2（金）11：00～12：00
1号館　N101番教室
留学生：184人

香椎祭（留学生の模擬店）
H13.11.3（土）～5（月）�
●中国

留学生クリスマスパーティー・
カラオケ大会
H13.12.21（金）18：00～20：00�
学生食堂（中央会館１階）
留　学　生：107人
交換留学生：    4人�    
日本人学生：  45人
教　職　員：  23人
 計：179人�

留学生送別会
H14.3.15（金）18：00～20：00
福岡リーセントホテル

学位授与式
H14.319（火）10:00～
体育館

4月 12月

3月

5月

7月

10月

11月

　遠く母国を離れ、本学に学ぶ留学生は、胸に描いた目標に向かって生活しています。
国際交流センターでは、留学生会の協力で、四季それぞれの交流行事を開催しています。これらの交流行事には、日本人学生が参加できる
行事もあり、参加者も増えてきており国境をこえた友情が育まれています。
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卒業生通信　　

   　　　　　　　　フランスからこんにちは！     
　　　　　　　  グレゴリー・デュブス（フランス）
                          交換留学生〔国際文化学部国際文化学科〕
                        〔リール科学技術大学〕2000年9月～2001年9月在籍�

                     　 今でもはっきり憶えているのは、福岡へ向けてリールを出発

　　　　　　　  する間際に、家族や友人と別れなければならず、とてもつらかっ

たことです。でも、日本に留学していた１年間のことが、今では私の生涯のよき

思い出となっています。福岡へ来てから、一日でも早く大学生活に溶け込むよう

一生懸命でした。

　初日に学内を見学したのですが、全体の建物の調和、学生のファッションセン

スや周辺環境に感動しました。ジムやインターネットルームなど直ちに気に入り

ました。周囲の皆さんのおかげで、すぐに福岡での生活に馴染めました。 

　一週間後、いよいよ大学の授業が始まりました。特に日本語クラスは大いに役

に立ちました。文化や社会のことも学びました。実際に日本にいて日本語を学ぶ

ことの利点を実感しました。クラスで習ったことを、実際に使えるからです。そ

れに、実際に自然に触れることも大切だなと感じました。キャンパス中だけでな

く、街中どこに行っても桜の花が目に入りました。宴会しながら夜桜を楽しむこ

となんて、とてもフランスではできない体験だからです。�

　ゼミやフランス語の授業を通じて多くの日本人学生と出会うことが出来ました。

日本やヨーロッパの文化や生活様式について意見交換したり、日仏の違いをテー

マにディベートしたのを憶えています。日本の学生はアルバイトに忙しく、一人

住まいが多いのですが、フランスでは卒業まで親元にいることが多いようです。

でも共通していることは、両国の学生も勉強、友達づきあいやアルバイトに夢中

ということかな。   

　国際文化学部の学生たちに加わって、フランスにはないような飲み会に何度も

参加したのはよかったですね。友達づくりにはもってこいの機会でした。�

　大相撲九州場所では力士を目のあたりに見て、巨漢だったのにはびっくりしま

した。横綱貴乃花が敗れたときは、土俵めがけて座布団が飛んでいました。また、

福岡ドームでの野球観戦、九産大でのサッカー試合のどれをとってみても記憶に

残っています。そうそう、ワールドカップでは絶対日本を応援しますからね。

　日本で驚くことは何ですか、と当時よく聞かれました。たくさんあるけど、ま

ず携帯電話の使い方が違うんですね。みんな電話で話すことよりも、専らメール

や情報収集に使っているようです。それと、福岡は身体障害者にやさしい街だな

と思いました。目の不自由な人たちのために歩道に黄色いマークが施されて、道

路を横断するときに音楽がなるようになっています。    �

　天神地下街やモダンなデザインの建築物、街の清潔感も私の大変なお気に入り

で、よく行きました。何と言っても海や山に近い立地が最高でした。２０分もあ

れば市内中心部からどこにでも行けるし、食べ物はおいしいし、緑豊な景色に恵

まれています。それで、九州各地を旅して回ったことがあります。なかでも黒川

温泉、有田の陶器、太宰府、そして長崎がなつかしいな。

　思い出がありすぎて紙面が足りません。皆さんのお力添えにより私が、すばら

しい留学ができたことをわかってもらえたと思います。心の中の九産大はずっと

忘れないまま、今でも残っています。また会う日まで、Au revoir !

　　　　　　第二の故郷、日本     
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　   周    逸 波（中国）�
　　　　　　　　　　〔2000年3月経営学部国際経営学科卒業〕

　　　　　　　　　　３月、また卒業シーズンがやってきました。そして、振り

　　　　　　　　　返ってみると、私が帰国してからもう２年が経ちます。

　　　　　　　　　　私は、2000年３月２３日に九州産業大学経営学部を卒業 

し、３月３１日に帰国しましたが、実は帰る前に私は就職がどうなるかなという

心配もしましたが、実際には、面接を１回のみ受けただけで、幸運にもすぐ杭州

市内にある浙江東方集団股　有限公司（株式会社）という会社に入社することが

決まりました。５日間で決定されたということは、まさにすごいスピードだと思

いました。�

　会社は、中国浙江省で優秀な大手商社で、主な経営内容は服装の輸出です。私

は、会社に入ってから、日本向けの輸出部門に配属されました。服装については、

私は素人で、日本語の専門用語はもちろん、中国語でも服装の専門用語さえわか

りませんでした。それで、これを勉強するため、私は会社の関係工場へ１ヵ月間

ニット（いわゆるＴシャツなど）の研修に行きました。そして、会社に戻って、

約３ヵ月の仮担当をしてから、会社から一人前になったと認めてくれました。そ

の５ヵ月は忙しくて、体がきつかったのですが、業務知識の面からいうと本当に

勉強になりました。特に仮担当の３ヵ月のあいだに、ほぼ毎月日本のお客様とや

りとりをして、習った知識を活用でき、本当に楽しい日々でした。

　今年の１月、私は日本の第５回 TOKYO Fashion Fairに参加するため、また

日本に来る機会がありました。�

　残念ながら、会場が東京でしたので、福岡には来れませんでしたが、日本に着

くと本当に感無量で、第二の郷里に帰ったと言う感じでした。いま、私の会社で

は、日本のダイエー、大丸などと取り引きをしていますが、皆さん、もしかする

とこれから買われる洋服は私からのものかも知れませんよ。

　　　　　　　　　  パパになりました!
     　　　　　　　　ラシカ・スジーワ・クマーラ（スリランカ）               
　　　　　　　　　 〔1999年3月国際文化学部国際文化学科卒業〕

　　　　　　　　　　こんにちは皆さんお元気ですか？
   　　　　　　　   私の事を覚えていますか？ スリランカのラシカ・スジーワ・  
クマーラです。４年間本当にありがとうございました。おかげ様で、無事卒業す

ることができました。

　私にとって九産大はさまざまな思い出がある場所です。４年間のあいだ、いろ

いろな事を学びました。一方でたくさんの苦労も経験しました。それは、私が私

費留学生だったこともあって、国の親に頼らず、自分の力で卒業したかったので

アルバイトをしながら、そして勉強のほうも一生懸命やっていました。�

　九産大に入学する前は、少し不安がありましたが、それはスリランカの留学生

が私一人だったことと、日本の学生と仲良く出来るのか、いろいろ考えていまし

たが実際には、そんなに思っていたほど難しくなかったのです。大学関係者の皆

さんには、相談相手になってもらったり、とてもお世話になりました。皆さんが

親切に受け入れてくれたので、そして日本人の学生とも仲良くなるなど、毎日の

学生生活が楽しくなりました。スリランカ留学生として４年連続学園祭（香椎祭）

に出店し、成功できたのは本当に皆さんのおかげです。私は日本に来て本当に良

かったと思っています。�

　今でもそのとき知り合った仲間と連絡を取り合って、いい付き合いをさせても

らっています。�

　私は大学を卒業後、日本の貿易会社に就職し、現在もその会社で頑張っていま

す。この会社は、スリランカの物産を扱っている会社です。現地との取り引き、

翻訳などが私の仕事です。�

　あまり知られていないスリランカのことを、これからはたくさんの人に知って

もらいたいと思って頑張っています。たまには大学へ行って、皆さんに会いたい

と思ってもなかなかそれがうまくいかないのです。私の将来の夢は国に帰って自

分の会社を興すことです。その時、皆さんスリランカに遊びに来てくださいね。

休みのときは、ボランティアや家事で忙しいです。私は、去年独身生活にさよな

らをしましたよ。結婚して、今日本で妻と一緒に暮らしています。そして、めで

たく赤ちゃんも産まれました。女の子でした。せっかく日本で生まれたので、日

本の名前をつけました。MINORI BAGAYA みのりは日本名で、バアギャがスリ

ランカ名です。まだしばらく日本にいますので、皆さん応援して下さい。

　私は日本に来て、１０年近くになりますが、日本のことは本当に好きです。福

岡以外は住んだことがないのですが、福岡の人はとても親切で優しい人だと思っ

ています。日本は私の二番目のふるさとです。

さ  よ  う  な  ら
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国際交流センターホットニュース

　国際交流センターでは、西村岩雄国際交流センター所長（国際

文化学部教授）の任期満了に伴い、平成14年4月1日から持田明子

国際文化学部教授が新所長に就任されます。�

　ここで新所長から、就任に際しての抱負を語っていただきまし

た。

～学内で必見の韓国映画！！～
　国際交流センターには、韓国の協定校から贈られたビデオ（韓国版：日本語
字幕なし）があります。現在、昨年日本でもヒットした韓国映画『シュリ』、
『ＪＳＡ』、『ペパーミントキャンディー』などの話題作もあります。
　ビデオの貸出しはできませんが、講義の空き時間などを利用して原語版のビ
デオに触れてみるのはいかがですか。国際交流センターに立ち寄った留学生か
ら、本国でしかわからないエピソードや最新の情報などを、得ることができる
かもしれません。

持田　明子 新所長

九州産業大学国際交流協定校一覧

大　学　名／英語名等 

　天津大学
　Tianjin University

☆リバプール・ジョン・モーズ大学
　Liverpool John Moores University

☆リーズ・メトロポリタン大学
　Leeds Metropolitan University�

☆アビリン・クリスチャン大学
　Abilene Christian University

☆リール科学技術大学
　Universite des Sciences et Technologies de Lille

☆中国人民大学
　Renmin University of China

　　

　中央大学校
　Chung-Ang University

　忠南大学校経商大学
　Chungnam National University

　蔚山大学校デザイン大学
　University of Ulsan�

　東西大学校デザイン学部
　Dongseo University

　上海工程技術大学芸術設計学部
　Shanghai University of Engineering Science

　中国人民大学外国語学部
　Renmin University of China

　ボルドー市（ボルドー美術学校）
　Ecole des Beaux-Arts de Bordeaux

東国大学校
Dongguk University

国名／都市名

中華人民共和国
天津市

イギリス
リバプール市

イギリス
リーズ市

アメリカ
テキサス州アビリン市

フランス
リール市

中華人民共和国
北京市

大韓民国
ソウル市

大韓民国
大田市

大韓民国
蔚山市

大韓民国
釜山市

中華人民共和国
上海市

中華人民共和国
北京市

フランス
ボルドー市

大韓民国
ソウル市

大　学　の　紹　介

創立後100年以上の歴史をもち、中国国内や世界的
にも屈指の理工学系大学として知られている。�

国際交流に極めて熱心であり、世界各国の大学と国
際交流協定に基づく学生の交換留学を行っている。

建築学、化学、社会政策、行政学の分野での評価が
高く産業界との結び付きも強く、実践的教育が特徴。

学生は全米50州から、外国人留学生は60カ国から
約300人が学んでいる。�

リール科学技術大学は、経済・社会学系と理工学系
からなり、別名リール第1大学という。

中国政府が現在推進している「21世紀の重点大学プ
ロジェクト」でも指定を受けている総合大学。

ソウル五輪に5人が出場したバスケットボール部、国内�1の
評価を得ているサッカー部及び硬式野球部等が活動の中心。

1995年韓国の国立大学に認定され、同年に韓国初
の大学総合評価において3位に選ばれた。�

韓国の三大企業の一つである現代グループが経営して
いる大学としても有名で、就職率も全国3位と高い。�

教育方針は、外国語の教育、コンピュータの教育、
産学協同の教育などを重点においている。

上海市に象徴的な改革・開放政策に不可欠な工業技術、
芸術設計分野の人材輩出を主な目的としている。

中国政府が現在推進している「21世紀の重点大学プ
ロジェクト」でも指定を受けている総合大学。

美術（絵画・デッサン・彫刻・版画・写真・ビデオ）、デザイン、
コミュニケーション及びグラフィックアートの各科からなる。

1953年韓国最初の総合大学として認可を受けた私立
大学の有力校。仏教大学と文科大学は伝統がある。

 ホームページアドレス

http://www.tju.edu.cn
�

http://www.livjm.ac.uk

http://www.lmu.ac.uk

http://www.acu.edu

http://www.univ-lille1.fr

http://www.ruc.edu.cn

http://www.cau.ac.kr

http://www.chungnam.ac.kr

http://www.ulsan.ac.kr

http://www.dongseo.ac.kr

http://www.sues.edu.cn

http://www.ruc.edu.cn

☆印は平成14年度交換留学実施大学

交流形態

大
　
学
　
間
　
交
　
流

学
　
部
　
間
　
交
　
流

スポーツ
交　流

　　　　　　　　　　　今日、政治・経済ばかりでなく社会のあらゆる面で
　　　　　　　　　　グローバル化が急速に進み、人々が地球規模で移動し
　　　　　　　　　　ています。一方、昨年9月11日のニューヨークの事件
　　　　　　　　　　以来、異文化理解の必要性があらためて認識されまし
た。異文化を学ぶことを通して理解と敬意を函養し、同時に自らのアイデン
ティティーを発信することが求められています。
　現在、本学の国際交流は大きく3つの形で行われています。

1）本学には西日本有数の500人近い留学生が学んでいます。共に生活し、
　共に学ぶことは国際感覚を体得する最善の手段です。

2）学生諸君には海外5大学への派遣留学制度があります。

3）海外から優秀な先生方をお招きし、講義や共同研究をすすめています。

  交流校からの交換留学生が3ヵ月から1年間、本学で学んでいます。

　この3つの活動をさらに拡充して、本学の国際交流の推進にお役に立ちたい

 と思っています。

国際交流センター新所長紹介

　　　　　　　　　　　　　　　経済学部経済学科3年　李　　薫（台湾）

　国際交流センターには、留学生の勉学上の悩みから生活に関することまでさ
まざまな問題について相談にのってくれる２人の留学生アドバイザーがいます。
　4月から２年目を迎える李　薫さんは、台湾台中市出身で、現在、経済学部
経済学科３年に在籍しています。優しい笑顔が印象的な李さんは、窓口に来る
留学生の悩みを親身になって聞いてくれます。
　本学の学部、修士課程を修了し、今年、商学研究科博士後期課程に入学する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国延辺出身の李美花さんも、日本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での留学生活の知識と経験を通して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適切なアドバイスをくれるベテラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アドバイザーです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本人学生の皆さんの語学の問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から個人旅行のジャンルに至るまで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁寧にお応えしますので気軽に声を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけてください。

アドバイザー紹介

http://www.dongguk.ac.kr
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